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１．はじめに 

 経年の古い鋼橋の中には,主桁桁端の切欠部の曲げ半

径が小さく，かつ割り込みフランジを有さない既存不適格構

造の桁が存在する.この構造は，コーナー部に発生したき

裂が溶接ビードから腹板にまで進展する傾向があることか

ら，優先順位をつけて対策を進めている．優先順位の考え

方としては,①曲げ半径が小さい，②溶接脚長が小さい，③

桁高差が大きい等を基準としている. 

本論文で報告する橋りょうは優先順位が高く，図-1のよう

に主桁切欠き部と中間補剛材が一体となった構造となって

いたことから，補剛材による疲労への影響を検証し，対策の

要否の検討を行った． 

２．構造物概要  

 表-1 に諸元を示す.当該橋りょうは主桁切欠き部が 16 箇

所あり，全てが既存不適格箇所である．そのうち起終点の 4

箇所が主桁切欠き部と中間補剛材が一体化している構造

である．詳細な位置関係及び現地写真については図-1 お

よび図-2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査概要 

 当該橋りょうの中間補剛材の有無による疲労への影響を

検証するため，応力測定を実施した．測定箇所は図-2およ

び表-2 に示す外軌側主桁の測点Ａ～Ｃの 3 箇所を対象と

した．測点AとBは中間補剛材の影響を把握するために計

測し，測点 C は支点部の固定・可動による影響を把握する

ために計測した. 

 

 

 

図-3 及び図 4 に示す通り，各コーナー部には 3 軸ひず

みゲージを用いた．また，測点 A では，中間補剛材を挟ん

で桁端側に鉛直方向と水平方向の応力を計測した応力測

定箇所の計測機器の設置状況を示す.  
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図-2 測定位置 

表-2 測点詳細 

表-1 橋りょう諸元 

図-1 主桁切欠き詳細 

図-3 測点Ａ 設置状況 

図-4 測点Ｂ・Ｃ 設置状況  
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４．調査結果  

４．１応力測定結果 

応力測定の結果を図-6 及

び表-3 に示す．測点 B・C に

ついて，接線方向・鉛直方向

ともに，引張が主となってい

るのに対し，法線方向は圧

縮・引張が均等に発生してい

る．応力波形にはほとんど差

異が無く，支点部の固定・可

動の影響は殆どないものと

考えられる．一方，測点 A は

すべての方向で引張が主と

なっており，中間補剛材の有無により挙動が異なる事

が確認された．3 軸ひずみゲージの値より，主応力・主

応力角度を算出した結果を表-3 に示す．主応力角度を

確認すると，測点 B・C は法線方向に向いているのに対

し，測点 A は水平方向となっているため，き裂の発生

方向が異なると考えられる． 

 さらに，最大主応力角度から主応力波形を算出し，

主応力差をとると，測点Bが 18.8MPa，Cでは 25.7MPa

以上，測点Ａでは 15.5MPa となっている．主応力の波

形については図－7 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２疲労損傷度解析  

 疲労損傷度の解析を行った結果を表-4 に示す．継手

等級 1)について，測点Ｂ・Ｃは荷重伝達型の完全溶け込

み溶接のためＥ等級とした．測点Ａは最大主応力角度

が概ね水平であったことから，中間補剛材と腹板の溶

接部から亀裂が発生する可能性を考慮し，荷重非伝達

型のすみ肉溶接のため E 等級とした．なお，解析波形

は最大主応力角度方向の主応力波形を用いた． 

 中間補剛材と一体化した測点Ａでは疲労損傷は発生

しない結果となった． 

表-4 解析結果 

 

５．対策の検討  

 測定結果を踏まえ，主桁切欠き部と中間補剛材が一

体化している 4 箇所については，当て板等による対策

は不要と判断した．これにより対策箇所を 16 箇所から

12 箇所へ減らすことができた．  

残る 12 箇所については，図-8 に示す通り十字当て板

補強を実施する予定である．なお，対策範囲はき裂の

発生寿命と中間補剛材の位置を考慮し，中間補剛材ま

でとした．  

  

 

 

 

 

６．おわりに  

 本論文では，主桁切欠き構造を有する鋼橋において，

中間補剛材の有無による影響の検証を行った．中間補

剛材が一体化された箇所では主応力方向がコーナー部

法線方向から水平方向に変化し，発生応力も低減され

る事が確認できた． 

東京土木技術センター管内には，主桁切欠き構造を

有する桁が 43 連存在することから，今後とも詳細な調

査・検討を行い，効果的な対策を実施していく予定で

ある．  
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図-6 応力詳細 

図-7 主応力波形 

図-8 十字当て板補強図 

表-3 測定結果 

Ⅵ-39 第50回土木学会関東支部技術研究発表会


